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研究成果の概要（和文）：本研究では大型画面上で揺れ動く映像を至近距離で視聴した場合、視

聴者の心身機能のうち、特に自律神経機能にいかなる影響を及ぼすかを明らかにする。被験者

の自己申告で映像酔い症状のうち、とりわけ嘔気が発症すると副交感神経活動が抑制され、逆

に交感神経活動が相対的に亢進した状態となる。しかし、嘔気症状の出現後、しばらくすると、

交感神経活動だけでなく副交感神経活動も高まり、自律神経機能のアンバランス状態に至るこ

とが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）：The autonomic nervous function was assessed in order to clarify 
any changes on the mental health among subjects watching the motion pictures on a 
large-scale screen. The parasympathetic nervous activity was decreased and the 
sympathetic nervous activity was increased after the onset of nausea. However, not only 
the sympathetic nervous activity but also the parasympathetic nervous activity was 
increased after a while. It was suggested that this condition was in an imbalance of 
autonomic nervous function. 
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１．研究開始当初の背景 

情報技術の急速な発展に伴い、映像メディ
ア産業が隆盛している一方で、映像・視聴覚
関連の機器やコンテンツの生体影響が世界
的に問題になりつつある。これまでに報告さ

れた主な事例を挙げると、1993 年に英国の
TV コマーシャルで 3 名が光過敏性発作(PSE; 
photo-sensitive epilepsy)を起こした。ま
た、1997 年に日本で TV アニメを視聴してい
た主に子供 685 名が PSE を発症し、近くの病
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院で手当を受けた。さらに 2003 年には、こ
れまた日本で講堂での授業中に家庭用ビデ
オカメラのぶれた映像を視聴していた中学
生 294 名のうち、前方にいた 36 名が乗り物
酔いに似た映像酔いの症状を呈し、病院で手
当を受けた。これ以外でも、最近、テーマパ
ークや一部の映画で映像酔いを起こしたと
か、3D(立体)映像を視聴して眼精疲労を起こ
したといった訴えがよく聞かれるようにな
ってきた。 

現在、商業用のみならず、一般家庭・教育
現場・医療現場などでも大画面で高精細な映
像表示が可能な映像・視聴覚機器が急速に普
及しつつある。しかし、映像視聴時の画角の
拡大や映像の高精細化および音響の 5.1chサ
ラウンド化などに伴う映像・視聴覚関連の機
器やコンテンツの生体影響について、これま
であまり検討されて来なかった。日本では平
成 8年度から平成 14年度までの 7年間、(財)
機械システム振興協会から(社)電子情報技
術産業協会への委託事業として｢映像デジタ
ルコンテンツ評価システムの開発に関する
フィージビリティ・スタディ｣が推進された。
一方、総務省から東京大学や民間会社に委託
する形で、上記の PSE をはじめ、3D 映像によ
る眼精疲労や映像酔いなど、映像・視聴覚関
連の機器やコンテンツが視聴者の心身に及
ぼす影響を評価するための研究が行われ、
｢3D 映像に関するガイドライン試案｣などが
提案された。確かに、これまで日本では、PSE
については、その発症時の脳波などが測定さ
れ、強い視覚刺激が続くと脳波に異常が現れ
るという知見が高橋剛夫(元．東北大学医学
部神経科教授、現．八乙女クリニック院長)
らによって明らかにされている。また、3D 映
像による眼精疲労については、焦点調節や輻
輳といった視機能が一時的に低下しやすい
ことが指摘されている。 

ところが、映像酔いについては、心拍変動
や血圧変動ならびに瞳孔変化などによる自
律神経機能で評価すればよいとしているも
のの、その具体的な方法や成果はいずれの報
告でもほとんど示されていない。そもそも、
映像酔いの発症機序を正しく理解して研究
している人や自律神経機能の測定には細心
の注意を払うべきことを理解している人が
少ないようにさえ感じられる。 

研究代表者らは、2001 年度から乗り物酔い
の研究を行っており、これまでの研究で、乗
り物酔い発症時には交感神経活動が亢進し、
嘔吐に至る直前に迷走神経反射が起こり、副
交感神経活動が優位になると考えられてい
る。 

乗り物酔いの一種である宇宙酔いの発症
機序については、感覚混乱説、体液移動説、
耳石器非対称説といった仮説が提唱されて
きたが、現在、乗り物酔い全般に共通して最

も説得力のある仮説は、図 1に示す「感覚混
乱説」である。これは、乗り物酔いが前庭入
力、視覚入力、体性感覚入力からの情報の混
乱に起因するというものである。映像酔いの
一般的な経過は、乗り物酔いとほぼ同じで、
あくび・気だるさ、頭重感といった中枢神経
症状や、唾液分泌亢進、顔面蒼白、冷や汗、
悪心といった自律神経症状を経て、最終的に
は脳幹の嘔吐中枢が刺激されて、嘔気・嘔吐
に至るというものである。 
 
２．研究の目的 

本研究では、以下の 2つの事項を実験にて
検証することを目的とした。 
(1)テレビ画面が大型化している昨今、大型
画面での動きのある映像が視聴者の心身に
いかなる影響を及ぼすかを明らかにするた

め、主に中枢神経機能、呼吸循環機能および
自律神経機能に焦点を当てた多角的な生体
情報の収集を行い、映像酔い(動揺病)発症時
における視聴者の心身機能の特異的な変化
を見つけ出す。 
(2)できれば、本研究の結果から、映像酔い
症状のうち、とりわけ嘔気を起こしにくくす
るための方策を提案したいと考えている。 
 
３．研究の方法 
本研究計画の実施に先立って、映像酔い誘

発実験に対する日本大学医学部倫理委員会
の承認を得た。大型画面上に映し出す揺れ動
く画像を用意するために、小型船舶に立位で
乗船し、荒川から東京湾(舞浜付近)に移動す
る際に揺れる海面を含む景色をデジタルビ
デオカメラレコーダーに収録した。そして、
その後の編集作業で、映像の揺れが徐々に大
きくなるようにして、20 分間のビデオ映像を
作成した。 
映像酔い誘発実験は、日本大学医学部衛生

学分野の研究室において実施した。被験者は
過去に乗り物酔いを起こした経験があり、イ
ンフォームドコンセントが得られた 21～24
歳の健常女性 17 名である。照度約 200 ルク
スの室内において、先に編集しておいたビデ



 

 

オ映像をデジタルプロジェクター(輝度
2,200 ルーメン、コントラスト 2,500:1)によ
って大型画面（縦 124cm×横 165cm）上に投
影し、これを被験者に大型画面の縦長と同じ
124cm 前方から凝視してもらった(図 2)。 

映像負荷の前から終了後まで、被験者の脳
波、心拍数、血圧、心拍－血圧変動、呼吸、
瞳孔面積のデータを MemCalc等のリアルタイ
ム収集ソフトを用いてノートパソコンにデ
ジタルデータとして記録した。 

また、表 1に示す Graybiel による乗り物
酔い症状の主観的レベル(Graybiel の動揺病
評価基準)も被験者から聞き取り、各自のデ
ータシートに記録した。その一例として、被
験者 Fのデータシートを表 2に掲げた。 

映像負荷の前と後においては、アドレナリ
ンの主要代謝産物であり、不安障害やうつ病

の病態とも関係するといわれている唾液中
MHPG(3-methoxy-4-hydroxyphenylglycol)濃
度を定量し、これらのデータを乗り物酔い症
状の有無と対応づけた。 

 
４．研究成果 

映像酔い誘発実験において、被験者 17 名
のうち、12 名が何らかの映像酔い症状を訴え、
10 名が嘔気を訴えた。嘔気の程度は、軽度ま
でが 3名、中等度までが 4名、重度まで至っ
た人が 3名であった。また、20 分間のビデオ
映像の凝視を途中で中止した人は表 2に示す
1名であった。 
(1)心身機能の特異的変化として、精神的ス
トレスの指標となる唾液中の MHPG は、嘔気
発症の有無に関わらず、映像負荷の前と後で
有意な差を認めなかった。映像酔い症状のう
ち、とりわけ嘔気の発症前後における特徴的

変化は心拍－血圧変動の周波数分析の結果
によく反映されることが分かった。心拍－血
圧変動において、被験者の自己申告に基づく
嘔気の発症前と発症中との間の心拍変動に
差異を認めた。つまり、嘔気が生じる前に比
べ、嘔気発症後では心拍変動の低周波(0.04
～0.15Hz)帯域成分 LF と高周波(0.15～
0.4Hz)帯域成分 HFとの比(LF/HF)は有意に高
まった(図 3)。一方、HFは嘔気が生じる前に
比べ、嘔気発症後で有意に低下した(図 4)。
このことから、嘔気が発症すると副交感神経
活動が抑制され、相対的に交感神経活動が亢
進した状態になると考えられた。しかし、嘔
気の出現後、しばらくすると、交感神経活動
(LF/HF)だけでなく副交感神経活動(HF)も高
まり、交感―副交感神経活動のアンバランス
状態に至ることが示唆された。 
(2)映像酔いのうち、とりわけ嘔気を起こし
にくくするためには、交感神経活動と副交感
神経活動のバランスが崩れ、交感神経活動と
副交感神経活動の双方が高まってしまうよ
うな状態を回避すればよい。その一つの方法
として、たとえばエッセンシャルオイルを用
いたアロマセラピー等で被験者の精神心理
状態をできるだけリラックスした状態に保
持することが有効と思われる。また、別の方
法として、動画像のフレーム内に常に静止し
て動かないガイドポストのようなものを映
し込んでおくのも有効と思われる。しかし、
これらの有効性については、今後検討すべき
課題である。 
なお、中枢神経機能評価のために測定した

脳波については、測定雑音が多く、質のよい
データが得られなかったため、その解析を途
中で断念した。また、呼吸や瞳孔面積につい
ては、嘔気などの映像酔いで気分不良になる
と、被験者が呼吸を一時止めたり、目を閉じ



 

 

てしまったりすることが多く、肝心な嘔気の
前後で呼吸曲線や瞬きに乱れが生じ、正確な
呼吸数や瞳孔面積を検知ないし算出するこ
とができなかった。今後、嘔気発症時におい
ても呼吸数や瞳孔面積を正確に測れるよう
に工夫する必要がある。 

本研究は大画面(大画角)で高精細な動画
像が視聴者の心身に如何なる影響を及ぼす
かについて、主に自律神経機能に重点をおい
て解析した。自律神経機能は大変デリケート
であるため、その測定に際しては、被験者の
精神心理に影響を及ぼすような外乱を極力
抑え込んだ測定環境を心がけた。 

本研究から、映像酔いのうち、とりわけ嘔
気を起こしにくくするための方策として、視
聴者の副交感神経活動が低下してしまわな
いように、できるだけリラックスした精神心
理状態を維持するため、何らかの方法で映像
酔い発症への不安や心配を取り除いたり、緩
和したりして心理的安定性を確保した心身
状態を保つことが望ましいと考えられた。 
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〔その他〕 
報道関係情報として、2009年 7月5日の｢日

本経済新聞｣の朝刊 12 面に、乗り物酔いを起
こしやすい人が乗り物酔いを予防するため
にとるべき対策に、本研究の成果の一部が引
用されている。 
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